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経営者に知ってほしいがんの知識
／第7回　若くして発症する家族性腫瘍
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　がんにまつわる迷信はたくさんありますが、「遺伝病」という誤解もその一つで、が
んの原因のうち遺伝が占める割合は5 ％程度にすぎません。

　両親ともがんだときけば「がん家系」という気がしますが、男性は3 人に2 人、女性も
2 人に1 人が生涯にがんに罹りますから、決して珍しいケースではないのです。

　がんは遺伝子が傷ついてできる病気ですが、基本的には遺伝する病気ではありません。
ただし、5 ％にすぎませんが、遺伝性のがんも存在し、「家族性腫瘍」と呼ばれます。

　ハリウッド女優の“アンジー”こと、アンジェリーナ・ジョリーさん（4 2 歳）もこの
家族性腫瘍の遺伝子を持つ一人です。彼女は2 0 1 3年、健康な乳腺組織を、2 0 1 5年には正
常な卵巣を「予防的」に摘出して、大きな話題となりました。

　彼女は、乳がんや卵巣がんを発症したわけではありません。遺伝子検査の結果、B R C A 1
と呼ばれる「がん抑制遺伝子」（がんの発症を防ぐ遺伝子）に生まれつき異常があるこ
とが分かり、「8 7 ％の確率で乳がんに、5 0 ％の確率で卵巣がんになる」と医師に宣告さ
れたため、乳腺や卵巣を「予防的に」摘出したのです。　

　すべての遺伝子は父母から１つずつ受け取りますが、アンジーの場合、母親からの
BRCA 1に異常を持っていました。

　異常なB R C A 1遺伝子を持った卵子と正常な精子が合体した受精卵から彼女のすべての細
胞は作られましたから、血液を採るだけで、B R C A 1の異常が分かったのです。

　がん抑制遺伝子は、細胞のがん化を防ぐ働きを担っていますから、父母からのどちら
か一方が生まれつき機能しないと（両方とも異常だと出生できません）、残るもう一方
の遺伝子に傷がつくだけでがんが発症しやすくなります。

　これは、坂道を下る自転車の前輪のブレーキが最初から壊れているようなものです。
後輪のブレーキが効いているうちは一見何の問題もないように見えますが、もし、後輪
のブレーキも壊れれば大怪我につながります。両方のブレーキが壊れるまでには時間が
かかりますが、アンジーのようにどちらかがもともと壊れているケースでは発症までの
時間が短くなります。家族性腫瘍が若い頃から発症することが多いのはこのためです。
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　たった５％とは言え、血縁者に若くしてがんを発症した方が多い場合には注意が必要
と言えるでしょう。

以上

※上記内容は、本文中に特別なことわりがない限り、20 1 7年7月14日時点のものであり、
将来変更される可能性があります。
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